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研究成果の概要（和文）：我々は犬歯周病の人獣共通感染症としての可能性ならびに全身疾患との関連性を明らかにす
ることを本研究の目的とした。家庭内で飼育されている犬から口腔スワブサンプルを採取し、PCR法により10種の人歯
周病菌および1種の犬歯周病菌の存在の有無を解析した。P. gulaeは解析した100頭以上の犬のほとんどで検出された。
P. gulaeについて線毛遺伝子（fimA）の配列を解析したところ、3タイプに分かれ、これらをA, B, C型と命名した。C
型の毒性はA型およびB型よりも強力であった。P. gulaeのC型とある種の循環器疾患との相関が見出された。

研究成果の概要（英文）：The objective of the present study was to determine whether dog periodontal diseas
es are zoonotic and clarified the relationship between periodontal and systemic diseases. Oral swab sample
s were collected from dogs kept as family pets. Polymerase chain reaction was used to detect the presence 
of periodontopathic bacterial strains&#8212;10 from humans and 1 from dogs. P. gulae was detected in nearl
y all of the 100 or more dogs that were analyzed. By analyzing a fimbrial gene (fimA) sequence, we identif
ied 3 types of P. gulae: type-A, type-B, and type-C. Type-C was the most virulent. A correlation between P
. gulae type-C and cardiovascular disease was found by investigating the association between periodontal a
nd systemic diseases. 
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１．研究開始当初の背景 
歯周病は、歯周組織に原発し歯周組織を破壊
する疾患の総称である。伴侶動物における歯
周病は単に人と同様に罹患率が高い口腔感
染症というだけでなく、歯周組織の破壊が進
行した場合には寿命の短縮を免れないきわ
めて深刻な疾患である(Radice et al., J Vet 
Dent, 2006)。これまでの人医療領域の研究に
より Porphyromonas gingivalis をはじめと
する数種の歯周病原性細菌が同定されてい
るが、その感染経路は未だ不明のままである。
伴侶動物と人では共通の口腔内細菌が存在
すること(Hudspeth et al., J Clin Microbiol, 
1999)、伴侶動物とその飼い主は生活環境を
共有すること、また、相互の接触が濃密であ
ることなどから、歯周病が人獣共通感染症で
ある可能性が考えられる。一方、人では歯周
病が糖尿病や動脈硬化症などの全身疾患の
危険因子であるとされているが(Rose et al., 
Periodontal Medicine, 2000)、伴侶動物にお
ける全身疾患との関連について研究した報
告は非常に少ない。 
 
２．研究の目的 
我々は本研究において、歯周病罹患率の高い
犬における歯周病の人獣共通感染症として
の可能性ならびに全身疾患との関連性を解
析するために、下記の項目について検討した。 
(1) 犬の口腔内サンプルで検出される犬歯
周病原性細菌とその検出頻度ならびに
健康状態との関連性についての検討 

(2) 犬歯周病原性細菌のサブタイプ分類と
病原性の検討 

(3) 犬とその飼い主における人歯周病原性
細菌の感染頻度の相関関係 

(4) 犬において歯周病と関連する全身疾患
の検討 

 
３．研究の方法 
(1) 家庭内で飼育されている犬 26 頭から口
腔スワブサンプルを採取し、PCR 法に
よ り 10 種 の 人 歯 周 病 菌
（ Porphyromonas gingivalis, 
Treponema denticola, Tannerella 
forsythia, Capnocytophaga ochracea, 
Capnocytophaga sputigena, Prevotella 
intermedia, Prevotella nigrescens, 
Aggregatibacter 
actinomycetemcomitans, 
Campylobacter rectus, and Eikenella 
corrodens）および 1 種の犬歯周病菌
（Porphyromonas gulae）の存在の有無
を解析した。 
 

(2) 犬 の 歯 周 病 原 性 細 菌 で あ る
Porphyromonas gulae はグラム陰性桿
菌で線毛を有する。41-kDa の線毛蛋白 
(FimA)は fimA遺伝子によってコードさ
れている。本研究では犬口腔から検出さ
れた 17株の P. gulaeの fimA遺伝子を

解析した。 
 
(3) 口腔プラークサンプルを岡山市内の 64
家庭の飼い犬64頭および81人の飼主か
ら採取した。細菌 DNAを抽出し、前述
の 11種の細菌種をPCR法にて検出した。 

 
(4) 健常あるいは全身疾患の犬から口腔サ
ンプルを採取し、前述の 11 種の細菌な
らびに P. gulaeの A, B, C型を検出し、
歯周病原性細菌と全身疾患との関連性
を解析した。 

 
４．研究成果 
(1) P. gulae, T. forsythia および C. rectus 
はほとんどの犬で検出されたことから、
これらの菌はイヌ口腔内の常在菌と考
えられる。22 頭の犬から 35 株の
Porphyromonas 属が検出され、そのう
ちの 70％は P. gulaeであったのに対し、
P. gingivalis の検出頻度は極めて低か
った。これらの成績より、犬の歯周病原
性細菌はP. gulaeであることが示唆され
た。また、176頭の犬から採取した口腔
プラークサンプルを用いて 11 種の歯周
病原性細菌の検出頻度ならび歯周状態
と犬の年齢との関係を調べた。犬は年齢
により若齢（2歳未満）、壮齢（2～7歳）、
老齢（8歳以上）に分類した。壮齢およ
び老齢の犬では歯肉炎および歯周炎の
頻度が高く、口腔サンプルから検出され
た細菌種の数も若齢犬に比べ有意に多
かった。これらのことから、犬の年齢は
口腔内に分布する細菌種数ならびに歯
周状態にとって重要な因子であること
が示唆された。 

 
(2) 17株の P. gulaeについて fimA遺伝子
の配列を解析したところ、大きく 2つの
タイプに分類されることが明らかとな
った。近縁の P. gingivalisはヒト歯周病
の原因菌と考えられている。P. gulaeの
2つの型（A型、B型）はそれぞれ 、P. 
gingivalisの2型および3型に類似した。
P. gulaeが検出された 115サンプル中の
A型のみ、B型のみ、および A，Bとも
に検出される頻度は 42.6%, 22.6%, お
よび 26.1% であった。マウス膿瘍モデ
ルでは A 型よりも B 型の毒性が強かっ
た。検出頻度の高い A型をさらに詳細に
解析したところ、新しい型を見出し、こ
れを C 型と命名した。C 型は P. 
gingivalis の IV 型と類似した。培養細
胞およびマウス膿瘍モデルにおける解
析では、C 型の毒性は A 型および B 型
よりも強力であった。また、P. gulaeの
Ｃ型は歯周状態が正常な犬よりも悪い
犬で検出頻度が高いことが明らかとな
った。これらの成績より P. gulaeの C型
は歯周病を発症するリスクの高いこと



を示す有用な指標になりうることが示
唆された。 

 
(3) 飼犬では P. gulae (71.2%), T. forsythia 

(77.3%)および C. rectus (66.7%)が高頻
度に検出されたが、飼主ではその頻度は、
16.0%, 30.9%および 21.0%と低かった。
P. gulae は 13人から検出されたが、そ
の人たちの飼い犬からは全例が検出さ
れた。さらに、E. corrodens と T. 
denticola が検出された犬の飼い主から
もこれらの菌種が高率に検出された。こ
れらの成績より、数種類の歯周病原性細
菌は人と犬で伝搬する可能性が示唆さ
れた。 

 
(4) P. gulaeのC型とある種の循環器疾患と
の相関が見出された。現在、投稿ならび
に特許申請を準備中である。 
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